
 

 

 

 

 

 

 

習熟度確認テストを実施しました。 
一日五教科の試験を実施しました。今回の試験範囲は中学校１年生の復習内容でした。

これを良い機会ととらえ、日々の家庭学習の方法や一学期末試験に向けての取り組み

について考える機会にしたいものです。 

 

学級目標決定 
年度始めに、学級会を開き、クラスのみんなで一年間の目標を決めました。話合いでは、「２年生

の１年間をこんなクラスにしたい、挑戦したい」という前向きな言葉が各学級から聞かれました。 

前期の学年委員のメンバーと合わせてご紹介します。 

Ａ組 学級目標「Ａぇ！クラス！」 

込められた思い：１年間、みんなで挑戦して、良いクラス、えぇクラスにしたい 

Ｂ組 学級目標「Ｈａｐｐｙ Ｗｏｒｌｄ」～それぞれが認め合い、全員が幸せでいられるクラス～ 

込められた思い：一人ひとりの個性を大切に、安心して幸せに過ごせる空間にしたい 

Ｃ組 学級目標「Ｎｅｗ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」 

込められた思い：個人としても集団としても挑戦の１年にして、成長していきたい 

 

◎学年委員長 〇副学年委員長 

A組  ◎小島 悠生さん     佐藤 琴都さん 

B組  〇吉住 倫太朗さん   和田 実希さん 

C組   星澤 宗介さん     阿美 咲希さん 

 

体育祭練習を開始しました。 
５月２０日（土）の体育祭に向けて、練習を開始しました。美浜中の伝統を受け継ぎ、そして後輩に

伝えていく立場となっていく２年生。大きな学校行事に向けて、「仲間や後輩に思いやりのある言葉

をかける姿（安心）」や、「集団に貢献する姿（貢献）」を期待しています。 

４月２７日（木）に初めて行った「フライシート（大きなシートを使って、４人一組でボールを運んだ 

り、投げたりして速さを競う競技）」のタイムは、 

A 組「９分３０秒」、 

B 組「１１分００秒」、 

C 組「１２分１０秒」で、学年合計タイムは「３２分４０秒でした」 

自分のクラスがゴールした後も、他のクラスを応援する姿を見て、１年前の、あの雨の中で、最後の

アンカーがゴールするまで、みんなで応援して、走り切った「伝説の学級対抗リレー」を思い出しまし

た。学年合計タイムを縮めるために、２学年みんなで切磋琢磨しながら、成長していきたいものです。

そんな体育祭となることを願っています。 
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体育祭実行委員、演舞団を紹介します。 
体育祭を影から支える「実行委員」、美浜中伝統の演舞で会場を盛り上げる「演舞団」を紹介します。 

体育祭実行委員 演舞団 

Ａ組 齋藤 悠理さん Ａ組 山下 蒼史さん 

 澤井 七海さん  薮 虹さん 

Ｂ組 四戸 樹羅さん Ｂ組 古河 璃奈さん 

 新保 りかさん  乾 のぞみさん 

Ｃ組 福富 慎吾さん  久保田 優海さん 

 高橋 見空さん  光井 風佳さん 

  Ｃ組 片山 美咲さん 

   小倉 菫 

 

 

以下、体育祭実行委員、２学年代表、福富 慎吾さんからのメッセージを紹介します。 

僕は一人ひとりが全力で取り組み、みんなが笑顔で終われるような体育祭にした 

いです。そのために、僕は２学年代表という責任を持ち、全力で皆さんをサポート 

できるようにがんばります。皆で自分の役割に責任を持って取り組みましょう！ 

 

～体育祭練習がある日の持ち物～ 

体操服、ハーフパンツ、ハチマキ（記名）、水筒 

※部活動や体育の授業がある日等、一日の運動量に合わせて、水筒のサイズも調整するようにお願

いいたします。熱中症には十分気をつけて、活動していきます。運動量が普段より増えますので、ご

家庭でも、十分休養をとるようにお願いいたします。 

 

 

総合的な学習の時間 
 今年度より、『ENAGEED

エ ナ ジ ー ド

』という教材を使用し、生徒がこれからの時代に求められる力を手に

入れ、自分の人生を誇りあるものにすることを目指し、授業に取り組んでいきます。４/２７（木）体育 

館にて第１回学年合同授業を行いました。授業を終えての感想の抜粋をご紹介いたします。 

 

A 蓮見将大さん 日常生活がもっとこうすれば良くなるのにと「気づく力」の大切さについて学ぶ

ことができた。「発案する力」、「実現する力」をもっと、伸ばしていきたい。 

A 山田羽純さん AI が発達していく世の中で、ロボットに任せきりにならずに、ロボットを活用し

て未来を変えていくことが重要だということに気づいた。 

B 宮林宏成さん 未来をつくる人になるためには、アイディアを行動にうつせる人になることが重

要だと気付いた。 

B新保りかさん 普段の生活の中からでも、実践できることを意識して学校生活を送りたい。リー

ダーとしてもフォロワーとしても、気づいて発案することができると思う。 

C阿美咲希さん ロボットにはできない「考える力」をつけていき、自分の意見を考え、発言できる

ようになりたい。 
C長谷部陽花さん 良いアイディアを生み、実現させていくためには、意見に対して良い反応をし、

みんなが気持ちよく話せる雰囲気づくりが大切だと思った。 

 


